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宮西校区まちづくりタウンミーティング 開催結果報告書 

 

開催日時   令和 7年 7月 1日（火）19時 00 分～20時 10 分   

場所     口屋跡記念公民館３階 

司会・進行  宮西校区連合自治会長 

参加者数   男 42 人   女 16 人   合計 58 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市の重点事業に関する質問 

（質問者） 

個人で出来る防災対策（家具の転倒防止やガラスの飛散防止フィルム工事費用の一部助

成）や、宮西小地区独自の防災対策（浸水被害対策等）、体育館窓への網戸の設置希望につ

いて、それらはどこで教えてもらえるのか、どこに問い合わせればよいのか。わかりにくい。

また、それらについては特に高齢の方々に情報が行き渡りにくいため、市からの広報（市政

だより等）にて積極的に発信して欲しい。 

（市長）  

 このことについては、危機管理課や教育委員会等、窓口や担当がそれぞれ異なるため、こ

の場ですべてお示しするのが難しい。そういった担当が異なり、ご高齢の方などにわかりづ

らいことに関するご意見であることも認識している。地域コミュニティ員がこの会の後、詳
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細をお聞きし、担当課所へ繋げることもできるので、是非お声がけいただきたい。 

※タウンミーティング終了後、地域コミュニティ支援員により、ご意見をお伺いしたところ、

直接的な対応や回答を求めるものではないが、特に防災対策を実施している関係課所へは

この内容をしっかりと伝えていただき、今後の対応（発信等）をお願いしたい、とのご意見

をいただいた。 

（質問者） 

銅夢にいはまは現在、閉館のままとなっているため、状況をお伺いしたい。 

（市長）  

 施設については、地元主体で利用促進を図るという条件で、市から商店街連盟へ譲り渡し

ており、現在は当該団体の所有となっている。市としても、開館当初の商業振興センターと

しての主旨もあるため、動向を注視しているところである。 

 

２．校区課題 

小・中学校の今後のあり方について 

（質問者） 

教育委員会より「新居浜市立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本計画」が策定・

公表され、「宮西小学校と新居浜小学校を統合し、新たな小学校の設置を検討する」とある。

これについて今後どのようなスケジュール感で進めていくのか。また、地域や保護者との協

議はどのような形で実施される予定なのか。また、計画についてはおおよそ５年程度を要す

るとあるが、これはいつからの５年なのか。 

（教育委員会事務局長）  

 スケジュール感と現時点で想定している方向性については、令和１９年度までの期間に、

新居浜小学校と宮西小学校を統合し、新小学校を設置。さらにその先には、小中教育一貫校

とするイメージを持っている。また、今後の協議形態については、計画に沿って学校運営協

議会に参画されている団体、並びに校区住民の皆様に対し、説明会を開催するなどして説明

や質疑応答を重ねていきたい。具体的には、「校区アンケート調査」を実施して校区住民の

皆様のご意向、学校再編の課題や懸念等を広く把握、合意形成を図り、具体化に向けて取り

組んでまいりたいと考えている。 

なお、５年という期間については、基本計画が令和５年４月に策定、北中校区においては、

今年２月に基本計画の説明会を行ったので、そこから５年を目処にということになる。 

（質問者） 

新居浜小・宮西小といった括りではなく、例えば川西地区という範囲で考えるといったこ

とは想定しているのか？ 

（教育委員会事務局長）  

 計画については基本的に５年を目処に見直しを行うこととしている。今いただいたご意

見の内容は現計画では想定していない。ただ、現在進行している計画についても今後、見直

しは必ず行われるので、その際には今いただいたご意見も参考にしていきたい。 
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新居浜市市民文化センターの今後のあり方について 

（質問者） 

新施設の整備に向けて、どのようなスケジュールで計画を進めていくのか、施設の規模、

機能、用途等について、どのような方向性を描いているのか、教えてほしい。 

 また、現在の文化センターが担っている役割を新施設がどのように引き継ぎ・発展させて

いく考えなのかについても合わせて教えて欲しい。 

（文化スポーツ局長）  

 まず、スケジュールや新施設の規模等については、令和４年度に基本構想、令和５年度に

基本計画を策定したが、改めてこの先の新居浜市の姿を想定した上で、立地や建物の規模、

機能、財源等を検討し、施設の在り方やスケジュールを熟考したいと考えている。また、新

しい施設の役割についても再度市民の皆様から意見をいただき確立させていきたい。 

（質問者） 

現在の文化センターはあと何年使えるのか？使うのか？ 

（文化スポーツ局長）  

 再度、専門家に相談し、まだ何年使えるかを検討したいと考えている。 

（質問者） 

現在の建物は非常に歴史をもった建物である。何でも取り壊し、新しいものに作り替えて

しまうと歴史を語れるものが存在しなくなってしまう。この建物についてはなんらかの保

存という形で後世に残していけるものとなっていってもらいたい。 

 

３．その他 

（質問者） 

新居浜市にある各スポーツ施設は、建替えなどを含め、今後どういった扱いになっていく

のか。 

（市長）  

 一例としては、今年度市営球場のスコアボードの全更新を行う。ただ、基本的なスタンス

として、何でも新しくしていくのではなく、次の世代に負の遺産を残さないためにも一度立

ち止まって、まずは今あるものを大切に使っていきたいと考えている。 

 

４．市長まとめ 

今年度の議会において「スマートシュリンク（賢く縮む）」という言葉を使わせていただ

いた。これから本格的な人口減少時代を迎えるにあたり、どうすれば市民が心豊かに、質感

の高い生活を送ることができるかということをしっかりと考えていきたい。 

2040 年までに人口 13 万人を目指せという声を聞いたりもするが、その場合には 2030 年

までに出生率を現在の 1.6 から 6.5 に上げる必要があり、現在の市内の女性 1 人あたり 7

人の子供を産んでもらわなければならず、現実的に人口を増やすことは非常に難しい状況。

市としてもできるだけの対応をしていくが、人口減少問題は新居浜市だけで課題解決する

のではなく、両隣の市とも力を合わせて解決していかなければならない。その中で、やがて
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は新居浜市が核のまちとなってこの東予エリアを動かしていけるように、しっかりとした

体制を整備し、必要なものに力を注ぎ、皆さんのお力をお借りしながらともに素晴らしい新

居浜市をつくっていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

  


